国際連携2021-3-02

2021年度第2回国際連携タスクフォース 議事録(案)




　
 国連CEFACT日本委員会 一般社団法人サプライチェーン情報基盤研究会

１．開催日時　：　2021年9月8日（水）13:30～15:30
２．開催場所　：　オンライン会議（ZOOM）
３．出 席 者　： （順不同・敬称略）　
特別会員　　堀内　一
　UMLモデリング推進協議会
特別会員　　清友　大造
　一般財団法人日本貿易関係手続簡易化協会
特別会員　　兼子　邦彦
　一般社団法人SCCCリアルタイム経営推進協議会　　
幹事会員    廣瀬　賢次郎  株式会社グローバルワイズ
幹事会員　　香坂　真人 　 株式会社JSOL
幹事会員
　　柴田　鎮雅　　日本情報通信株式会社

幹事会員　　杉山　恒司　　株式会社ウフル
幹事会員　　高橋　一裕　　日本電気株式会社

正　会員　　猪股　洋二　　パティオシステムズ株式会社
正　会員　　惣代　和明　　NECソリューションイノベータ株式会社
正　会員　　森　　安代　　NECソリューションイノベータ株式会社
正　会員　　松本　尚也　　豊田通商株式会社
賛助会員    川内　晟宏  　特定非営利活動法人ITコーディネータ協会
賛助会員　　鈴木　耀夫　　NPO法人観光情報流通機構

事 務 局　　菅又　久直　　一般社団法人サプライチェーン情報基盤研究会  
出席者15名
４．議事概要　
2021年度第2回国際連携タスクフォースは、以下の議事を実施した。（資料：国際連携2021-2-01第2回国際連携タスクフォース議事次第）
４－１．2021年度第1回国際連携タスクフォース議事録確認
　資料に基づき2021年度第1回合同タスクフォース議事録（案）の概要説明があり、異議なく確認された。
（資料：国際連携2021-2-02 2021年度第1回国際連携タスクフォース議事録案）
４－２．国連CEFACT標準化プロジェクト
　現在、日本からは次ぎの3の国連CEFACTプロジェクトに参加しており、それらの審議状況につき説明が行われた。
· NDR/CCBDA改訂要求
· 電子交渉プロジェクト
· 旅行体験プログラム技術仕様
· NDR/CCBDA改訂要求
（資料：国際連携2021-2-03 NDR/CCBDA改訂要求）
8月中にメッセージ構築法ガイドラインプロジェクト・メンバーによる内部レビューを完了。9月3日に改訂要求をビューローに提出した。
· 電子交渉プロジェクト
（資料：国際連携2021-2-04 電子交渉プロジェクト）
BRS v0.6によるチームレビュー、及び8月27日のチーム審議（オンライン）に基づきBRS v0.7を策定し、ビューローに提出。ビューローにて承認され、今後60日間の公開レビューが行われる。
· 旅行体験プログラム技術仕様
（資料：国際連携2021-2-05(1) 体験プログラムの技術仕様の作成）
（資料：国際連携2021-2-05(2) Eps BIEs 20210831）
鈴木委員より、旅行観光グループが進める国連CEFACT体験プログラム技術仕様プロジェクトの概要が紹介された。本プロジェクトの成果（BRS）は次回の国連CEFACTフォーラムにて審議する予定。
・事務局コメント：BRSに掲載する情報モデルはクラス図にした方が良い。
４－３．運輸ロジスティクスドメインへの要望
　国内スマート物流・トラック動態管理プロジェクトから要請のあった運行モニタリング情報モデルにつき、国連CEFACTライブラリ・メインテナンスのハーモナイゼーション審議により以下の提案が行われた。
　当案については、次回（10月）の国連CEFACTフォーラムにおける運輸ロジスティックス・ドメイングループ会議にて合意をとる予定。

　（資料：国際連携2021-2-06 トラック動態管理リクワイアメント）
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４－４．2021年度秋季 国連CEFACTフォーラム
　事務局より、10月4日～15日にオンラインで開催される第37回国連CEFACTフォーラムのプログラム及び参加方法につき説明が行われた。
　（資料：国際連携2021-2-07 2021年秋季国連CEFACTフォーラム予定）
４－５．JASTPRO & SIPS合同セミナ
　事務局より、10月27日に予定しているJASTPRO & SIPS合同セミナ（オンライン：無料）につき説明が行われた。
　（資料：国際連携2021-2-08 JASTPRO & SIPS合同セミナ）

· 開催目的：JASTPRO及びSIPSが支援し、日本が参加している国連CEFACT標準を活用したプロジェクトの紹介により、JASTPRO賛助会員及びSIPS会員に最新情報を提供する。更に、国連CEFACT標準と国連CEFACT日本委員会（JEC）の認知度を向上し、JASTPRO賛助会員及びSIPS会員の拡大に資する。

· セミナのタイトル：日本発 国際標準の現状と展望（―デジタル社会を推進する国連CEFACT標準―）
· セミナプログラム案：

· 貿易プラットフォーム連携を目指すTradeWaltz

· 中小企業共通EDIによる電子インボイス

· AI連携を目指す電子交渉の仕組み

· サステイナブルTT&LでSDG

· スマート物流を支える動態管理

４－６．次回予定
第3回国際連携タスクフォースは11月4日（木）13:30～16:00開催予定。
以 上
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